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『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
電
気
プ
ラ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
東
北
電
力
で
は

新
築
・
増
改
築
の

た
め
に
「
マ
イ
ホ

ー
ム
の
電
気
プ
ラ

ン
」
と
い
う
冊
子

（
四
十
菱
ー
、
、
シ
）
を

発
行
し
た
。
（
写
真
）

　
こ
れ
か
ら
新
築

等
計
画
の
あ
る
方

に
無
料
で
こ
の
冊

電気工事士の資格のない人が、配線工事をす

ることは禁じられています。

電気工事は電気工事店にたのみましよう。

子
を
配
布
し
て
い
る
の
で
、
希
望
者

は
東
北
電
力
へ
．

　
電
気
の
配
線
は
、
壁
の
中
に
埋
め

込
ま
れ
た
り
天
井
の
裏
側
に
穏
さ
れ

て
お
り
、
家
が
、
で
き
上
っ
て
か
ら
コ

ン
セ
ン
ト
や
ス
イ
ッ
チ
、
照
明
な
ど

を
増
や
そ
う
と
す
る
と
と
て
も
大
変

な
工
事
に
な
る
．

　
将
来
の
家
族
プ
ラ
ン
や
電
気
器
具

の
変
化
や
増
加
を
考
え
た
、
最
初
の

計
画
が
大
切
で
す
。

　
新
築
の
家
庭
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
不
足

や
位
置
が
悪
く
不
便
だ
と
い
う
答
が

三
十
％
も
あ
っ
た
。

しろうと工事は事故のもとノ

衡）東北電気保安協会

廟
圏
東
北
電
力

、98412

▽
十
一
月
十
三
日
（
火
）

○
午
前
八
時
か
ら
十
二
時
ま
で

○
小
谷
の
一
部
、
水
梨
。

▽
十
一
月
十
。
五
日
（
木
）

Q
午
前
八
時
か
ら
十
｝
時
半
ま
で

○
松
之
山
の
｝
部

国
体
で
健
闘

　
相
沢
さ
ん
6
位
・
布
施
さ
ん
㎜
位

　
第
三
十
九
回
「
わ
か
く
さ
国
体
」

が
奈
良
で
行
わ
れ
、
町
か
ら
高
校
生

二
人
が
参
加
し
た
。

　
十
月
十
三
日
（
大
会
二
日
目
）
八

O
O
メ
ー
ト
ル
で
相
沢
義
和
君
が
六

位
に
、
ヤ
リ
投
げ
で
布
施
政
子
さ
ん

が
十
位
に
入
賞
す
る
健
闘
で
し
た
。

暮
ら
し
の
知
恵

適応年齢を守る

目を離さない

　
す
べ
り
台
は
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る

に
は
格
好
の
遊
具
で
、
家
庭
で
も
な

じ
み
深
い
製
品
で
す
。

　
し
か
し
正
し
く
使
わ
な
い
と
思
わ

の
ト
ラ
、
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。

　
す
べ
り
台
、
で
遊
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し

い
年
齢
は
、
二
歳
児
か
ら
六
歳
児
ま

で
な
の
で
す
。

　
二
歳
以
下
で
は
体
が
自
由
に
動
か

な
い
ト
息
．
で
危
険
、
で
す
し
、
六
歳
以
上

は
遊
び
方
も
活
発
に
な
り
ま
す
し
、

体
重
も
増
え
ー
る
な
ど
で
、
家
庭
用
す

べ
り
台
で
遊
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と

い
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
家
庭
の
中
に
は
何
か
と
雑
用
が
あ

り
　
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
あ
い
だ
子

ど
も
か
ら
目
を
離
す
と
い
う
こ
と
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
を

相
手
に
し
て
い
る
限
り
　
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
が
「
気
の
ゆ
る
み
」
で

す
。
　
使
用
前
に
す
べ
り
台
各
部
に
緩
み

な
ど
な
い
こ
と
を
確
め
る
こ
と
、
敷

居
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
段
差
が
あ
る

と
こ
ろ
や
危
険
物
付
近
に
設
置
し
な

い
こ
と
、
初
め
て
使
用
す
る
幼
児
は

保
護
者
が
使
用
上
の
注
意
を
教
え
る

こ
と
、
ゆ
す
っ
た
り
側
面
か
ら
登
っ

た
り
降
り
た
り
、
お
ど
り
場
で
暴
れ

た
り
飛
び
お
り
、
駆
け
上
り
な
ど
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

C．づ

淳

ウ

鹸

広報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者は目を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離さないで！
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「雪椿」と大駐車場完成

　　12月12日竣工式

レストハウス

ス
キ
ー
場
開
き
は

　
二
年
目
を
迎
え
た
町
営
の
松
之
山

温
泉
ス
キ
ー
場
で
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ

次
「
雪
椿
」
と
大
駐
車
場
の
工
事
を

進
め
て
い
た
が
完
成
の
運
び
と
な
り
、

十
二
月
十
二
日
こ
の
工
事
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
る
。

，
ノ

12
月
1
5
日

　
こ
の
竣
、
工
式
に
は
町
議
、
ス
キ
ー

場
関
係
者
、
県
内
外
の
テ
レ
ビ
、
新

聞
の
報
道
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
出

席
す
る
予
定
。

　
ス
キ
ー
場
開
き
は
十
二
月
十
五
日

（
予
定
）
と
な
っ
て
お
り
こ
の
日
は

　元厩間近のレストハワス1雪椿」　（H月30日撮影）12月22日（土）午前7時52分

　から8時5分までN　H　K総合テレビで“2年目にかける町営スキー場、が放映

　される予定。

灘灘麹－講隔昼郵鍬§茎欝§覧葱 リ
フ
ト
の
乗
り
放
題
、
ま
た
前
日
の

十
四
日
に
は
安
全
祈
願
祭
も
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
雪
椿
」
は
鉄
骨

三
階
建
、
一
階
は
事
務
室
、
従
業
員

の
休
憩
室
、
更
衣
室
な
ど
。
二
階
が

一
五
〇
席
の
休
憩
所
と
売
店
、
、
バ
ル

コ
一
［
1
な
ど
。
三
階
は
物
置
で
延
面

積
一
、
〇
二
丁
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

工
事
費
は
｝
億
五
〇
〇
万
円
。

　
大
駐
車
場
は
面
積
三
、
四
四
二
平
方

メ
ー
ト
ル
で
約
一
五
〇
台
収
容
出
来
、

工
費
は
二
、
五
五
四
万
円
。

　
駐
車
場
の
料
金
は
乗
用
車
は
『
日

五
〇
〇
円
、
中
型
車
｝
、
五
〇
〇
円
、

大
型
車
二
、
○
O
O
円
。
な
お
リ
フ
ト

料
金
は
一
回
券
｝
五
〇
円
、
十
一
回

券
が
一
、
五
〇
〇
円
、
一
口
券
が
二
、

五
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
パ
ウ
ス
の
…
階
車
庫
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
二
枚
（
一
枚
三
・
．
五
×
四

メ
ー
ト
ル
）
に
マ
ン
ガ
週
刊
誌
少
年

マ
ガ
ジ
ン
で
連
載
さ
れ
て
い
る
「
バ

リ
、
、
ハ
リ
伝
説
」
の
作
者
、
し
げ
の
秀

一
さ
ん
（
下
蝦
池
出
身
）
の
絵
が
描

か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
事
業
は
昭
和
五
十

七
年
度
に
測
量
や
設
計
委
託
料
な
ど

二
、
七
五
八
万
円
。
五
十
八
年
度
リ

フ
ト
建
設
や
ゲ
レ
ン
デ
造
成
な
ど
に

二
億
五
、
一
七
四
万
円
。
今
年
は
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
、
大
駐
車
場
、
旧
レ
ス
ト

パ
ウ
ス
購
入
な
ど
一
億
九
、
五
六
六
万

円
の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
過
疎
債
は
昨
年
度
が
一
億
七
、
五
〇
・

○
万
円
、
今
年
は
一
億
三
、
O
O
O
万

円
で
来
年
の
事
業
を
含
め
た
総
合
計

は
三
億
三
、
七
〇
〇
万
円
に
な
る
予

定
。
こ
の
過
疎
債
は
三
年
据
え
置
き

で
一
年
に
約
一
、
五
〇
〇
万
円
づ
つ
九

年
間
の
計
画
、
残
り
の
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
は
、
国
が
交
付
金
と
し
て
補
助

し
て
く
れ
る
。

　
旧
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
ス
キ
ー
学
校
、
パ

ト
ロ
ー
ル
本
部
、
貸
ス
キ
ー
、
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
は
い
る
予
｛
疋
で
あ
る
。

　
ス
キ
i
場
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

や
情
報
は
役
場
の
観
光
係
か
ゲ
レ
ン

デ
ダ
イ
ヤ
ル
六
－
二
二
五
五
番
へ
。

レネトハウス車庫のシャッタ

ーに描か㊨た重野さんの原画

好
成
績
葉
た
ば
こ
生
産

　
　
　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
四
三
キ

　
松
之
山
町
産
の
葉
た
ば
こ
が
、
春

先
の
豪
雪
を
克
服
、
反
収
で
浦
川
原

取
扱
所
区
域
十
ヵ
町
村
の
首
位
に
立

っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
量

目
は
二
百
四
十
三
詩
、
同
代
金
は
三

十
六
万
九
千
七
百
三
十
四
円
で
あ
り
、

前
年
に
比
べ
量
目
で
十
キ
。
、
代
金
で

約
一
万
六
千
円
下
回
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。　
こ
の
好
成
績
は
、
豪
雪
を
乗
り
越

え
た
育
苗
作
業
、
病
害
に
強
い
土
、
づ

く
り
、
た
ゆ
ま
ぬ
共
同
研
究
と
い
っ

た
耕
作
者
の
労
苦
の
結
晶
と
い
え
る
。

　
い
ま
、
た
ば
こ
耕
作
の
熱
心
家
た

ち
は
、
　
「
今
年
の
経
験
と
．
男
気
を
土

台
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
、
早
く
も
来

年
の
耕
作
に
向
け
意
欲
を
燃
や
し
て

い
る
。
町
産
業
課
と
し
て
も
、
米
の

豊
作
に
次
ぐ
業
た
ば
こ
の
、
予
想
外

の
好
成
績
を
喜
び
、
な
ん
と
か
耕
作

者
と
耕
作
面
積
の
減
少
を
く
い
止
め

た
い
、
と
し
て
い
る
。

葉たば二の検査（浦川原取扱所）

浦川原取扱所区域耕作実績

　　　　　　　　　　　　昭和59年産
耕　　作 収　　　　　納

K当 ma当り支部名
人員人 面積
　　a

量　目kK 代　金円 量目
kド 代金円

直江津 51 1，010．5 22，336．5 33，124，495 1，483 221 327，803

三　和 13 210．0 4，032．5 5，889，710 1，461 192 280，462

柿崎 27 709．1 15，778．0 25，377，195 1，6〔）8 223 357，879

吉　川 48 1，0（11．6 19，758．5 30，058，600 1，521 197 300，106

頸　城 33 679．7 13，739．5 19，412，845 1，413 202 285，609

浦川原 30 723．7 15，029．5 22，800，470 1，517 208 315，054

大　島 12 469．5 8，521．0 11，144，400 1，308 181 237，367

安　塚 11 249．5 4，030．0 4，880，295 1，211 162 195，6〔）3

松　代 43 1，123．1 24，531．5 38，025，235 1，55〔） 218 338，574

松之山 24 671．3 16，281．0 24，82（〕，230 1，524 243 369，734

計 292 6，848．0 144，038．0 215，533，475 1，496 210 314，739

〔3〕広報まつのやま

　
東
京
都
内
の
あ
る
区
の
小
・
中
学

生
に
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
「
父
親
は
い
な
い
」
と
答

え
た
小
学
生
が
三
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、

中
学
生
が
四
・
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
あ
り

ま
し
た
。
母
親
が
い
な
い
と
い
う
答

え
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
・
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
父
親

の
い
な
い
家
庭
が
意
外
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
病
死
・
事
故
死
・
自
殺
な
ど
死
別

に
よ
る
場
合
も
、
親
が
離
婚
し
て
母

が
親
権
者
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
、

そ
れ
以
外
の
事
情
に
よ
る
場
合
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
の

調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
母
子
家
庭

は
約
七
十
二
万
、
全
世
帯
の
二
。
ハ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　
父
親
の
い
な
い
家
庭
に
よ
く
み
ら

れ
る
問
題
と
し
て
は
、
来
客
が
少
な

く
、
外
部
社
会
と
の
接
触
が
十
分
で

な
い
こ
と
　
経
済

的
に
苦
し
く
な
る

こ
と
、
母
親
が
そ

の
子
供
に
「
あ
な

た
だ
け
が
頼
り
な

の
で
す
よ
」
と
い

大
人
が
い
な
い
た
め
に
、
男
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
学
ぶ
機
会
が
．
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

父
親
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
母
親
は

故
人
の
長
所
を
誇
張
し
て
子
供
に
話

子
供
に
話
し
、
偏
っ
た
父
親
像
、
偏

っ
た
男
性
像
を
つ
く
り
上
げ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
子
供
の
将
来
を
考
え
た

と
き
好
ま
し
く
あ
ゆ
ま
せ
ん
。

父
親
の
い
な
い
家
庭

東
京
都
立
大
学
教
授

託
摩
　
武
俊

っ
て
密
着
し
て
し
ま
う
か
、
母
親
自

身
の
生
活
が
多
忙
に
な
っ
て
子
供
が

放
任
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
供
に
は
身
近
に
男
の

し
、
そ
の
結
果
、
，
子
供
は
極
端
に
美

化
し
た
父
親
像
を
も
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
と
逆
に
離
婚
し
た
妻
は
、
以

前
の
夫
の
こ
と
を
悪
い
人
だ
っ
た
と

こ
と
が
大
切
、
で
す
。

や
去
っ
た
人
を
う
ら
ん
で
も

家
庭
を
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
も

情
が
変
化
す
る
わ
け
、
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
自
身
が
自
分
の
お
か
れ
て

　
両
親
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
こ
と
は
、

子
供
に
は
不
幸
な

こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
受
容
す
る

亡
く
な
っ
た
人

　
　
　
、
他
の

　
　
　
　
、
事

い
る
状
況
を
理
解
し
、
そ
れ
を
基
に

自
分
の
人
生
を
考
え
て
い
く
よ
う
に

導
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
、
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
文
学
作
品
や
テ
レ
ビ
な

ど
を
通
じ
て
、
父
親
と
い
う
も
の
、

男
性
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
を
子
供
に
話
し
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
親
類
の
お
じ
さ
ん
な
ど
と
話
す

機
会
を
多
く
す
る
こ
と
も
大
切
、
で
す
。

　
父
親
の
い
な
い
子
供
は
世
間
か
ら

同
情
さ
れ
ま
す
。
こ
の
同
情
に
甘
え

て
、
い
つ
も
他
人
の
好
意
を
あ
て
に

す
る
よ
う
な
弱
々
し
い
依
存
的
な
性

格
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ

と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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二
日
こ
の
工
事
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
る
。

，
ノ

12
月
1
5
日

　
こ
の
竣
、
工
式
に
は
町
議
、
ス
キ
ー

場
関
係
者
、
県
内
外
の
テ
レ
ビ
、
新

聞
の
報
道
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
出

席
す
る
予
定
。

　
ス
キ
ー
場
開
き
は
十
二
月
十
五
日

（
予
定
）
と
な
っ
て
お
り
こ
の
日
は

　元厩間近のレストハワス1雪椿」　（H月30日撮影）12月22日（土）午前7時52分

　から8時5分までN　H　K総合テレビで“2年目にかける町営スキー場、が放映

　される予定。

灘灘麹－講隔昼郵鍬§茎欝§覧葱 リ
フ
ト
の
乗
り
放
題
、
ま
た
前
日
の

十
四
日
に
は
安
全
祈
願
祭
も
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
雪
椿
」
は
鉄
骨

三
階
建
、
一
階
は
事
務
室
、
従
業
員

の
休
憩
室
、
更
衣
室
な
ど
。
二
階
が

一
五
〇
席
の
休
憩
所
と
売
店
、
、
バ
ル

コ
一
［
1
な
ど
。
三
階
は
物
置
で
延
面

積
一
、
〇
二
丁
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

工
事
費
は
｝
億
五
〇
〇
万
円
。

　
大
駐
車
場
は
面
積
三
、
四
四
二
平
方

メ
ー
ト
ル
で
約
一
五
〇
台
収
容
出
来
、

工
費
は
二
、
五
五
四
万
円
。

　
駐
車
場
の
料
金
は
乗
用
車
は
『
日

五
〇
〇
円
、
中
型
車
｝
、
五
〇
〇
円
、

大
型
車
二
、
○
O
O
円
。
な
お
リ
フ
ト

料
金
は
一
回
券
｝
五
〇
円
、
十
一
回

券
が
一
、
五
〇
〇
円
、
一
口
券
が
二
、

五
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
パ
ウ
ス
の
…
階
車
庫
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
二
枚
（
一
枚
三
・
．
五
×
四

メ
ー
ト
ル
）
に
マ
ン
ガ
週
刊
誌
少
年

マ
ガ
ジ
ン
で
連
載
さ
れ
て
い
る
「
バ

リ
、
、
ハ
リ
伝
説
」
の
作
者
、
し
げ
の
秀

一
さ
ん
（
下
蝦
池
出
身
）
の
絵
が
描

か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
事
業
は
昭
和
五
十

七
年
度
に
測
量
や
設
計
委
託
料
な
ど

二
、
七
五
八
万
円
。
五
十
八
年
度
リ

フ
ト
建
設
や
ゲ
レ
ン
デ
造
成
な
ど
に

二
億
五
、
一
七
四
万
円
。
今
年
は
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
、
大
駐
車
場
、
旧
レ
ス
ト

パ
ウ
ス
購
入
な
ど
一
億
九
、
五
六
六
万

円
の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
過
疎
債
は
昨
年
度
が
一
億
七
、
五
〇
・

○
万
円
、
今
年
は
一
億
三
、
O
O
O
万

円
で
来
年
の
事
業
を
含
め
た
総
合
計

は
三
億
三
、
七
〇
〇
万
円
に
な
る
予

定
。
こ
の
過
疎
債
は
三
年
据
え
置
き

で
一
年
に
約
一
、
五
〇
〇
万
円
づ
つ
九

年
間
の
計
画
、
残
り
の
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
は
、
国
が
交
付
金
と
し
て
補
助

し
て
く
れ
る
。

　
旧
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
ス
キ
ー
学
校
、
パ

ト
ロ
ー
ル
本
部
、
貸
ス
キ
ー
、
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
は
い
る
予
｛
疋
で
あ
る
。

　
ス
キ
i
場
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

や
情
報
は
役
場
の
観
光
係
か
ゲ
レ
ン

デ
ダ
イ
ヤ
ル
六
－
二
二
五
五
番
へ
。

レネトハウス車庫のシャッタ

ーに描か㊨た重野さんの原画

好
成
績
葉
た
ば
こ
生
産

　
　
　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
四
三
キ

　
松
之
山
町
産
の
葉
た
ば
こ
が
、
春

先
の
豪
雪
を
克
服
、
反
収
で
浦
川
原

取
扱
所
区
域
十
ヵ
町
村
の
首
位
に
立

っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
量

目
は
二
百
四
十
三
詩
、
同
代
金
は
三

十
六
万
九
千
七
百
三
十
四
円
で
あ
り
、

前
年
に
比
べ
量
目
で
十
キ
。
、
代
金
で

約
一
万
六
千
円
下
回
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。　
こ
の
好
成
績
は
、
豪
雪
を
乗
り
越

え
た
育
苗
作
業
、
病
害
に
強
い
土
、
づ

く
り
、
た
ゆ
ま
ぬ
共
同
研
究
と
い
っ

た
耕
作
者
の
労
苦
の
結
晶
と
い
え
る
。

　
い
ま
、
た
ば
こ
耕
作
の
熱
心
家
た

ち
は
、
　
「
今
年
の
経
験
と
．
男
気
を
土

台
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
、
早
く
も
来

年
の
耕
作
に
向
け
意
欲
を
燃
や
し
て

い
る
。
町
産
業
課
と
し
て
も
、
米
の

豊
作
に
次
ぐ
業
た
ば
こ
の
、
予
想
外

の
好
成
績
を
喜
び
、
な
ん
と
か
耕
作

者
と
耕
作
面
積
の
減
少
を
く
い
止
め

た
い
、
と
し
て
い
る
。

葉たば二の検査（浦川原取扱所）

浦川原取扱所区域耕作実績

　　　　　　　　　　　　昭和59年産
耕　　作 収　　　　　納

K当 ma当り支部名
人員人 面積
　　a

量　目kK 代　金円 量目
kド 代金円

直江津 51 1，010．5 22，336．5 33，124，495 1，483 221 327，803

三　和 13 210．0 4，032．5 5，889，710 1，461 192 280，462

柿崎 27 709．1 15，778．0 25，377，195 1，6〔）8 223 357，879

吉　川 48 1，0（11．6 19，758．5 30，058，600 1，521 197 300，106

頸　城 33 679．7 13，739．5 19，412，845 1，413 202 285，609

浦川原 30 723．7 15，029．5 22，800，470 1，517 208 315，054

大　島 12 469．5 8，521．0 11，144，400 1，308 181 237，367

安　塚 11 249．5 4，030．0 4，880，295 1，211 162 195，6〔）3

松　代 43 1，123．1 24，531．5 38，025，235 1，55〔） 218 338，574

松之山 24 671．3 16，281．0 24，82（〕，230 1，524 243 369，734

計 292 6，848．0 144，038．0 215，533，475 1，496 210 314，739

〔3〕広報まつのやま

　
東
京
都
内
の
あ
る
区
の
小
・
中
学

生
に
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
「
父
親
は
い
な
い
」
と
答

え
た
小
学
生
が
三
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、

中
学
生
が
四
・
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
あ
り

ま
し
た
。
母
親
が
い
な
い
と
い
う
答

え
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
・
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
父
親

の
い
な
い
家
庭
が
意
外
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
病
死
・
事
故
死
・
自
殺
な
ど
死
別

に
よ
る
場
合
も
、
親
が
離
婚
し
て
母

が
親
権
者
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
、

そ
れ
以
外
の
事
情
に
よ
る
場
合
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
の

調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
母
子
家
庭

は
約
七
十
二
万
、
全
世
帯
の
二
。
ハ
ー

セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　
父
親
の
い
な
い
家
庭
に
よ
く
み
ら

れ
る
問
題
と
し
て
は
、
来
客
が
少
な

く
、
外
部
社
会
と
の
接
触
が
十
分
で

な
い
こ
と
　
経
済

的
に
苦
し
く
な
る

こ
と
、
母
親
が
そ

の
子
供
に
「
あ
な

た
だ
け
が
頼
り
な

の
で
す
よ
」
と
い

大
人
が
い
な
い
た
め
に
、
男
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
学
ぶ
機
会
が
．
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

父
親
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
母
親
は

故
人
の
長
所
を
誇
張
し
て
子
供
に
話

子
供
に
話
し
、
偏
っ
た
父
親
像
、
偏

っ
た
男
性
像
を
つ
く
り
上
げ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
子
供
の
将
来
を
考
え
た

と
き
好
ま
し
く
あ
ゆ
ま
せ
ん
。

父
親
の
い
な
い
家
庭

東
京
都
立
大
学
教
授

託
摩
　
武
俊

っ
て
密
着
し
て
し
ま
う
か
、
母
親
自

身
の
生
活
が
多
忙
に
な
っ
て
子
供
が

放
任
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
供
に
は
身
近
に
男
の

し
、
そ
の
結
果
、
，
子
供
は
極
端
に
美

化
し
た
父
親
像
を
も
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
と
逆
に
離
婚
し
た
妻
は
、
以

前
の
夫
の
こ
と
を
悪
い
人
だ
っ
た
と

こ
と
が
大
切
、
で
す
。

や
去
っ
た
人
を
う
ら
ん
で
も

家
庭
を
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
も

情
が
変
化
す
る
わ
け
、
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
自
身
が
自
分
の
お
か
れ
て

　
両
親
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
こ
と
は
、

子
供
に
は
不
幸
な

こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
受
容
す
る

亡
く
な
っ
た
人

　
　
　
、
他
の

　
　
　
　
、
事

い
る
状
況
を
理
解
し
、
そ
れ
を
基
に

自
分
の
人
生
を
考
え
て
い
く
よ
う
に

導
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
、
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
文
学
作
品
や
テ
レ
ビ
な

ど
を
通
じ
て
、
父
親
と
い
う
も
の
、

男
性
と
い
う
の
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
を
子
供
に
話
し
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
親
類
の
お
じ
さ
ん
な
ど
と
話
す

機
会
を
多
く
す
る
こ
と
も
大
切
、
で
す
。

　
父
親
の
い
な
い
子
供
は
世
間
か
ら

同
情
さ
れ
ま
す
。
こ
の
同
情
に
甘
え

て
、
い
つ
も
他
人
の
好
意
を
あ
て
に

す
る
よ
う
な
弱
々
し
い
依
存
的
な
性

格
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ

と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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り
ー
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『国籍法』と『戸籍法』の一部改正

国際結婚は
　　　父母両系主義となる

「
国
籍
法
」
と
「
戸
籍
法
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
一
月
一
日
か
ら
国
際

結
婚
し
た
日
本
女
性
の
子
も
、
日
本

国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
外
国
人
の
帰
化
条
件
が
、
夫
か
妻

か
を
問
わ
ず
、
男
女
同
一
と
な
り
ま

す
。

所得税法の一部改正

事業所得者に

　記帳・記録保存制度を設ける

陽
器
黙
雛
き
る

　
現
在
の
国
籍
法
は
「
父
系
血
統
主

義
」
の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
生
ま
れ
た
と
き
に
「
父
」

が
日
本
人
（
日
本
の
国
籍
を
持
っ
て

い
る
）
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
も
日
本

の
国
民
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
「
父
系
血
統
主
義
」
で
は
、

例
え
ば
、
父
が
外
国
人
で
母
が
日
本

人
と
い
う
国
際
結
婚
の
夫
婦
か
ら
生

ま
れ
た
子
は
、
日
本
の
国
籍
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
改
正
法
で
は
、
こ
の
「
父
系
血
統

主
義
」
か
ら
「
父
母
両
系
主
義
」
へ

と
、
そ
の
原
則
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
父
母
両
系
主
義
」
と
は
、
生
ま
れ

た
と
き
に
「
父
ま
た
は
母
」
の
い
ず

れ
か
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子

は
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
国
際
結
婚
し

た
日
本
人
の
女
性
の
子
も
、
日
本
の

国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

曇
課
匙
躁

　
例
え
ば
韓
国
籍
人
の
夫
と
日
本
人

の
妻
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
、
現
在
の

国
籍
法
の
下
で
は
、
韓
国
籍
を
取
得

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

父
親
の
韓
国
籍
に
加
え
て
母
親
の
日

本
国
籍
も
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
の
子
は
、
日
本
と
韓
国
の
二

重
国
籍
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
二
重
国
籍
の
状
態
で
は
、
二
つ
の

国
の
主
権
が
同
時
に
一
人
の
人
間
に

対
し
て
お
よ
ぶ
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

国
際
的
問
題
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
二
重
国
籍

て
い
る
国
）
で
生
ま
れ
た
二
重
国
籍

者
だ
け
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
法
で
は
、
国
外
で
出
生
し
た
す

べ
て
の
二
重
国
籍
者
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
選
択
制
度
」
と
は
、
二
重
国
籍
者

に
、
二
重
国
籍
に
な
っ
た
と
き
が
二

十
歳
未
満
の
と
き
は
二
十
二
歳
ま
で

に
。
二
十
歳
以
上
の
と
き
は
そ
の
と

き
か
ら
二
年
以
内
に
、
日
本
の
国
籍

か
外
国
の
国
籍
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
も
ら
う
と
い
う
制
度
で
す
。

を
防
止
す
る
た
め
、
改
正
で
は
「
留

保
制
度
」
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
と

■
と
も
に
、
ま
た
新
た
に
「
選
択
制
度
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
留
保
制
度
」
と
は
、
外
国
で
出

生
し
て
二
重
国
籍
に
な
っ
た
人
は
、

所
定
の
期
間
内
に
日
本
の
国
籍
を
留

保
（
権
利
や
義
務
を
保
持
す
る
こ
と
）

す
る
と
い
う
意
志
表
示
を
し
な
け
れ

ば
、
日
本
の
国
籍
を
失
っ
て
し
ま
う

と
い
う
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
留
保
制
度
は
、

ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
生
地
主

義
国
（
父
母
の
国
籍
に
関
係
な
く
、

自
国
で
生
ま
れ
た
者
に
国
籍
を
与
え

　
所
得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
事
業
所
得
等
（
事
業
所
得
・
不
動
産

所
得
．
山
林
所
得
）
の
あ
る
人
は
、
記
帳
・
記
録
保
存
制
度
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

4
際
槌
輻
離
携
．
．

日
本
人
と
結
鞭
鞭
縛
引

　
現
在
の
国
籍
法
で
は
、
日
本
人
と

結
婚
し
た
外
国
人
の
帰
化
条
件
が
、

そ
の
外
国
人
が
夫
で
あ
る
か
、
妻
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
外
国
人
の
夫
の
場
合
は
、

最
低
三
年
間
、
日
本
国
内
に
居
住
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

外
国
人
の
妻
に
は
そ
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
夫
か
妻
か
を

問
わ
ず
、
最
低
三
年
間
の
国
内
居
住

お
よ
び
現
に
国
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
婚
姻
後
三
年
を

経
過
し
、
か
つ
、
一
年
以
上
日
本
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

に
は
経
過
措

三
カ
月
以
内
に
届
出
を

「
父
母
両
系
主
義
」
の
立
場
を
と
る

改
正
法
は
、
施
行
後
（
昭
和
六
十
年

｝
月
一
日
以
後
）
に
生
ま
れ
た
子
に

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
生

ま
れ
た
子
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
改
正
法
で
は
、
施
行
日

前
二
十
年
以
内
に
生
ま
れ
た
人
（
施

行
日
に
未
成
年
の
子
）
で
、
母
の
国

籍
が
、
そ
の
子
が
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
現
在
あ
る
い
は
死
亡
の
と
き
ま
で

日
本
人
で
あ
れ
ば
、
施
行
日
か
ら
三

年
以
内
に
法
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得

で
き
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
す
で
に
二
重
国
籍
に

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
改
正

法
施
行
日
に
二
重
国
籍
と
な
っ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
日
か
ら
三
年

以
内
に
、
日
本
の
国
籍
か
外
国
の
国

籍
か
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
選
択

を
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
．
日
本
の

国
籍
を
選
択
し
た
も
の
王
み
な
さ
れ

日
本
の
国
籍
は
失
い
は
ま
せ
ん
。

／
嘩
逝
難
雛
額
訂
制

　
昭
和
、
五
十
八
年
分
ま
た
は
、
昭
和

五
十
九
年
分
の
事
業
所
得
等
の
金
額

が
三
百
万
円
を
超
え
る
人
（
青
色
申

告
者
を
除
く
）
は
、
総
収
人
金
額
や

必
要
経
．
費
を
記
録
し
、
そ
の
帳
簿
を

七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
、
五
十
八
年
分

の
事
業
所
得
等
が
三
、
肖
万
円
を
超
え

て
い
る
人
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一

一
日
か
ら
記
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

僕
曇
舞鰻

蕪
警
レ

　
事
業
所
得
等
の
あ
る
人
（
背
色
申

告
者
を
除
く
）
で
、
記
帳
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
い
人
で
も
、
昭
和
五
十

八
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

人
や
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告

書
ま
た
は
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提

出
す
る
人
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て

作
成
ま
た
は
受
領
し
た
帳
簿
や
書
類

等
を
五
年
問
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分

の
確
｛
．
疋
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人

は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
の
取
引

か
ら
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
が
五
．

千
万
円
を
超
え
る
人
（
確
定
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
人
を
除
く
）
は
、

収
入
金
額
の
合
計
額
な
ど
を
記
載
し

た
総
収
入
金
．
額
報
告
書
を
翌
年
三
月

十
五
日
ま
で
に
提
拙
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
．
五
十
九
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

な
い
人
で
も
、
五
十
九
年
中
の
事
業

所
得
等
の
総
収
入
金
額
の
合
計
額
が

五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
昭
和

六
十
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
、
総
収

入
金
額
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
書
提
出
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
「
収
支
内
訳
書
」

　
事
業
所
得
等
が
あ
る
人
（
青
色
申

告
者
を
除
く
）
が
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
確
定
申
告
書
に
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
分

　
　
　
　
添
付

の
確
｛
、
疋
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、

収
支
内
訳
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務

署
か
役
場
の
税
務
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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思
春
期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

　
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し

よ
う
と
県
衛
生
部
で
は
、
思
春
期
の

男
女
お
よ
び
保
護
者
等
を
対
象
に
、

「
思
春
期
の
こ
こ
ろ
と
か
あ
だ
」
の

相
談
事
業
を
社
新
潟
県
助
看
保
協
会

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
相
談
は
「
電
話
相
談
」
　
「
面
接
相

談
」
で
、
毎
月
第
二
と
第
四
土
曜
日

の
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
。
電
話

は
〇
二
．
五
二
－
六
六
－
八
八
四
四
番
。

・
相
談
担
当
者
は
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
医
師
（
産
婦
人
科
・
精
神
科
）

保
健
婦
・
助
産
婦
・
精
神
衛
生
相
談

員
・
臨
床
心
理
員
等
が
あ
た
る
。

　
青
少
年
に
対
し
て
性
に
関
す
る
保

健
教
育
が
学
校
・
家
庭
お
よ
び
社
会

に
お
い
て
十
分
と
は
い
、
え
な
い
現
状

に
あ
り
、
性
に
関
す
る
無
知
や
精
神

的
未
熟
さ
か
ら
、
思
春
期
の
女
性
が

安
易
な
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
い
、
母

体
へ
の
障
害
や
将
来
の
結
婚
生
活
に

重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
思
森
期
は
、
一
生
の
間
で
身
体
而

お
よ
び
精
神
面
に
お
い
て
発
達
の
変

化
が
最
も
大
き
い
時
期
で
す
。
母
性

の
健
康
増
進
を
図
る
と
同
時
に
非
行

化
に
精
神
的
未
熟
が
大
き
く
関
与
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
事
業
所
で
は
、

　
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性

を
も
っ
た
性
意
識
や
性
行
動
等
を
身

に
つ
け
る
集
団
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
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『国籍法』と『戸籍法』の一部改正

国際結婚は
　　　父母両系主義となる

「
国
籍
法
」
と
「
戸
籍
法
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
一
月
一
日
か
ら
国
際

結
婚
し
た
日
本
女
性
の
子
も
、
日
本

国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
外
国
人
の
帰
化
条
件
が
、
夫
か
妻

か
を
問
わ
ず
、
男
女
同
一
と
な
り
ま

す
。

所得税法の一部改正

事業所得者に

　記帳・記録保存制度を設ける

陽
器
黙
雛
き
る

　
現
在
の
国
籍
法
は
「
父
系
血
統
主

義
」
の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
生
ま
れ
た
と
き
に
「
父
」

が
日
本
人
（
日
本
の
国
籍
を
持
っ
て

い
る
）
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
も
日
本

の
国
民
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
「
父
系
血
統
主
義
」
で
は
、

例
え
ば
、
父
が
外
国
人
で
母
が
日
本

人
と
い
う
国
際
結
婚
の
夫
婦
か
ら
生

ま
れ
た
子
は
、
日
本
の
国
籍
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
改
正
法
で
は
、
こ
の
「
父
系
血
統

主
義
」
か
ら
「
父
母
両
系
主
義
」
へ

と
、
そ
の
原
則
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
父
母
両
系
主
義
」
と
は
、
生
ま
れ

た
と
き
に
「
父
ま
た
は
母
」
の
い
ず

れ
か
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子

は
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
国
際
結
婚
し

た
日
本
人
の
女
性
の
子
も
、
日
本
の

国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

曇
課
匙
躁

　
例
え
ば
韓
国
籍
人
の
夫
と
日
本
人

の
妻
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
、
現
在
の

国
籍
法
の
下
で
は
、
韓
国
籍
を
取
得

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

父
親
の
韓
国
籍
に
加
え
て
母
親
の
日

本
国
籍
も
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
の
子
は
、
日
本
と
韓
国
の
二

重
国
籍
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
二
重
国
籍
の
状
態
で
は
、
二
つ
の

国
の
主
権
が
同
時
に
一
人
の
人
間
に

対
し
て
お
よ
ぶ
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

国
際
的
問
題
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
二
重
国
籍

て
い
る
国
）
で
生
ま
れ
た
二
重
国
籍

者
だ
け
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
法
で
は
、
国
外
で
出
生
し
た
す

べ
て
の
二
重
国
籍
者
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
選
択
制
度
」
と
は
、
二
重
国
籍
者

に
、
二
重
国
籍
に
な
っ
た
と
き
が
二

十
歳
未
満
の
と
き
は
二
十
二
歳
ま
で

に
。
二
十
歳
以
上
の
と
き
は
そ
の
と

き
か
ら
二
年
以
内
に
、
日
本
の
国
籍

か
外
国
の
国
籍
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん

で
も
ら
う
と
い
う
制
度
で
す
。

を
防
止
す
る
た
め
、
改
正
で
は
「
留

保
制
度
」
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
と

■
と
も
に
、
ま
た
新
た
に
「
選
択
制
度
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
留
保
制
度
」
と
は
、
外
国
で
出

生
し
て
二
重
国
籍
に
な
っ
た
人
は
、

所
定
の
期
間
内
に
日
本
の
国
籍
を
留

保
（
権
利
や
義
務
を
保
持
す
る
こ
と
）

す
る
と
い
う
意
志
表
示
を
し
な
け
れ

ば
、
日
本
の
国
籍
を
失
っ
て
し
ま
う

と
い
う
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
留
保
制
度
は
、

ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
生
地
主

義
国
（
父
母
の
国
籍
に
関
係
な
く
、

自
国
で
生
ま
れ
た
者
に
国
籍
を
与
え

　
所
得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
事
業
所
得
等
（
事
業
所
得
・
不
動
産

所
得
．
山
林
所
得
）
の
あ
る
人
は
、
記
帳
・
記
録
保
存
制
度
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

4
際
槌
輻
離
携
．
．

日
本
人
と
結
鞭
鞭
縛
引

　
現
在
の
国
籍
法
で
は
、
日
本
人
と

結
婚
し
た
外
国
人
の
帰
化
条
件
が
、

そ
の
外
国
人
が
夫
で
あ
る
か
、
妻
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
外
国
人
の
夫
の
場
合
は
、

最
低
三
年
間
、
日
本
国
内
に
居
住
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

外
国
人
の
妻
に
は
そ
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
夫
か
妻
か
を

問
わ
ず
、
最
低
三
年
間
の
国
内
居
住

お
よ
び
現
に
国
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
婚
姻
後
三
年
を

経
過
し
、
か
つ
、
一
年
以
上
日
本
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

に
は
経
過
措

三
カ
月
以
内
に
届
出
を

「
父
母
両
系
主
義
」
の
立
場
を
と
る

改
正
法
は
、
施
行
後
（
昭
和
六
十
年

｝
月
一
日
以
後
）
に
生
ま
れ
た
子
に

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
生

ま
れ
た
子
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
改
正
法
で
は
、
施
行
日

前
二
十
年
以
内
に
生
ま
れ
た
人
（
施

行
日
に
未
成
年
の
子
）
で
、
母
の
国

籍
が
、
そ
の
子
が
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
現
在
あ
る
い
は
死
亡
の
と
き
ま
で

日
本
人
で
あ
れ
ば
、
施
行
日
か
ら
三

年
以
内
に
法
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得

で
き
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
す
で
に
二
重
国
籍
に

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
改
正

法
施
行
日
に
二
重
国
籍
と
な
っ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
日
か
ら
三
年

以
内
に
、
日
本
の
国
籍
か
外
国
の
国

籍
か
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
選
択

を
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
．
日
本
の

国
籍
を
選
択
し
た
も
の
王
み
な
さ
れ

日
本
の
国
籍
は
失
い
は
ま
せ
ん
。

／
嘩
逝
難
雛
額
訂
制

　
昭
和
、
五
十
八
年
分
ま
た
は
、
昭
和

五
十
九
年
分
の
事
業
所
得
等
の
金
額

が
三
百
万
円
を
超
え
る
人
（
青
色
申

告
者
を
除
く
）
は
、
総
収
人
金
額
や

必
要
経
．
費
を
記
録
し
、
そ
の
帳
簿
を

七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
、
五
十
八
年
分

の
事
業
所
得
等
が
三
、
肖
万
円
を
超
え

て
い
る
人
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一

一
日
か
ら
記
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

僕
曇
舞鰻

蕪
警
レ
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業
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得
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背
色
申

告
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を
除
く
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記
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対
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五
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を
提
出
し
た

人
や
昭
和
五
十
九
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分
の
確
定
申
告

書
ま
た
は
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提

出
す
る
人
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て

作
成
ま
た
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受
領
し
た
帳
簿
や
書
類

等
を
五
年
問
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
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昭
和
五
十
八
年
分

の
確
｛
．
疋
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人

は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
の
取
引

か
ら
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
が
五
．

千
万
円
を
超
え
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人
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確
定
申
告
書
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提
出
し
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い
る
人
を
除
く
）
は
、

収
入
金
額
の
合
計
額
な
ど
を
記
載
し

た
総
収
入
金
．
額
報
告
書
を
翌
年
三
月

十
五
日
ま
で
に
提
拙
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
．
五
十
九
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

な
い
人
で
も
、
五
十
九
年
中
の
事
業

所
得
等
の
総
収
入
金
額
の
合
計
額
が

五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
昭
和

六
十
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
、
総
収

入
金
額
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
書
提
出
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
「
収
支
内
訳
書
」

　
事
業
所
得
等
が
あ
る
人
（
青
色
申

告
者
を
除
く
）
が
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
確
定
申
告
書
に
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
分

　
　
　
　
添
付

の
確
｛
、
疋
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、

収
支
内
訳
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務

署
か
役
場
の
税
務
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第2士曜目
第4

午後2時～5時
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思
春
期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

　
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し

よ
う
と
県
衛
生
部
で
は
、
思
春
期
の

男
女
お
よ
び
保
護
者
等
を
対
象
に
、

「
思
春
期
の
こ
こ
ろ
と
か
あ
だ
」
の

相
談
事
業
を
社
新
潟
県
助
看
保
協
会

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
相
談
は
「
電
話
相
談
」
　
「
面
接
相

談
」
で
、
毎
月
第
二
と
第
四
土
曜
日

の
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
。
電
話

は
〇
二
．
五
二
－
六
六
－
八
八
四
四
番
。

・
相
談
担
当
者
は
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
医
師
（
産
婦
人
科
・
精
神
科
）

保
健
婦
・
助
産
婦
・
精
神
衛
生
相
談

員
・
臨
床
心
理
員
等
が
あ
た
る
。

　
青
少
年
に
対
し
て
性
に
関
す
る
保

健
教
育
が
学
校
・
家
庭
お
よ
び
社
会

に
お
い
て
十
分
と
は
い
、
え
な
い
現
状

に
あ
り
、
性
に
関
す
る
無
知
や
精
神

的
未
熟
さ
か
ら
、
思
春
期
の
女
性
が

安
易
な
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
い
、
母

体
へ
の
障
害
や
将
来
の
結
婚
生
活
に

重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
思
森
期
は
、
一
生
の
間
で
身
体
而

お
よ
び
精
神
面
に
お
い
て
発
達
の
変

化
が
最
も
大
き
い
時
期
で
す
。
母
性

の
健
康
増
進
を
図
る
と
同
時
に
非
行

化
に
精
神
的
未
熟
が
大
き
く
関
与
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
事
業
所
で
は
、

　
健
康
で
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性

を
も
っ
た
性
意
識
や
性
行
動
等
を
身

に
つ
け
る
集
団
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
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▲59豪雪

ふ》
！

／

塾
松里小学校の観測によると、3月13日これ

まで最深の昭和20年より5センチ多い590セ

ンチを記録する豪雪となる。

新潟県松之山町

豪雪対策墓金
豪9にあ参たのOかいζ嬢助塗あ籔いし蓼す

瓢瓢」

麓指

￥

▲通年観光の元年

　スキー場を開設して初の年末年始を迎えた松

》
温
泉
の
パ
ッ
ク
詰
め

　
町
商
工
会
で
は
、
八
月
か
ら
温
泉
の
パ
ッ
ク
詰
め
を
売
り
始
め
た
、
珍
し
い

試
み
と
あ
っ
て
全
国
各
地
か
ら
注
文
が
入
っ
た

く
豪
雪
対
策
基
金

　
豪
雪
の
と
き
低
所
得
世
帯
や
老
人
世
帯
に
屋
根
の
雪
掘
り
代
を
援
助
し
よ
う

と
基
金
を
創
設
し
た
、
目
標
額
は
五
千
万
円
と
し
、
半
分
は
町
か
ら
、
残
り
の

二
千
五
百
万
円
は
募
金
で
集
め
る
こ
と
に
な
り
パ
ン
フ
を
作
り
呼
び
か
け
た
，
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ゑ
ル

之山温泉の旅館では、スキー客などでほぽ満

員の盛況となる。これまでの夏型観光から

通年観光へと脱皮した。

顎
螺、

、

年
のでき
ご
と

　　　　　　　麟ド
　　　　　　　群△go
　　　　　　　　　　ゆ

鮎継酬撃
　　　　　　　　　　　蜜

▲レストハウス1雪椿』新設

　昨年リフト2基を建設して町営のスキー場をオー

プンしたが今年は鉄骨三階建てのレストパウスを新

設した。

▼広報「まつのやま』6月で100号

　昭和33年に創刊された広報「まつのや

　ま」が6月号で田0号となった。これを記

　念して100号まで全部収録した縮刷版を

　刊行した。

▲5年ぶりの豊作

　豪雪で田植が大幅に遅れ不作が予想されていた

が、夏の好天に恵まれ5年ぶりの豊作となる。

▼東北電力松之山出張所廃止

　東北電力松之山出張所が7月31日で廃止となった。
l
O
o
う
ー
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広報まつのやま〔8〕

交化協会は千野先生

商工会は大倉先生

十
一
月
十
九
日
午
後
、
町
文
化
協
会
は
国
画
会
々
員
の
千
野
茂
先
生
を
、

町
商
工
会
は
B
S
N
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
大
倉
修
吾
先
生
を
迎
え
そ
れ
ぞ
れ

講
演
会
を
開
い
た
。

　
　
作
品
に
も
の
を
い
わ
せ
れ
ば
よ
い

　
千
野
茂
先
生
は
昭
和
卜
七
年
に
院

展
に
初
入
選
以
来
現
代
彫
刻
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
生

命
感
と
格
調
高
い
気
品
に
あ
ふ
れ
た

作
品
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
先
生
は
白
分
の
歩
い
て
こ
ら
れ
た

芸
術
の
道
や
H
本
お
よ
び
世
界
の
彫

刻
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
初
め
て
大

観
賞
を
、
受
け
た
時
の
懇
親
会
で
入
選

者
が
挨
拶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

、
藷

簗
る

自
ア
集

っ
た
が
、
私
は
感
激
の
あ
ま
り
「
ど

う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
」

と
だ
け
し
か
い
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

一
し
ゃ
べ
り
た
く
な
け
れ
ば
し
ゃ
べ

ら
な
く
て
も
よ
い
。
あ
な
た
は
”
作

品
に
も
の
を
い
わ
せ
れ
ば
よ
い
”
」

と
横
山
大
観
先
生
が
声
を
か
け
て
下

さ
っ
た
。
こ
の
時
の
先
牛
。
の
こ
と
ば

が
私
の
生
涯
の
支
え
と
な
っ
て
い
る

と
話
さ
れ
た
。

人
生
は
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
ゆ
か
い
に

　
大
倉
先
生
は
、
独
特
の
下
越
弁
で

．
本
跨
の
人
生
”
を
話
さ
れ
、
超
人

的
な
話
術
で
一
時
朋
半
の
講
演
は
ア

ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

　
先
生
は
、
他
人
が
豊
か
に
な
る
と

白
分
が
腹
を
立
て
る
く
せ
が
あ
る
が

「
人
が
蔵
を
建
て
て
も
腹
を
立
て
る

な
」
．

　
他
人
の
悪
口
を
い
っ
て
自
分
が
幸

わ
せ
を
感
じ
る
人
で
は
だ
め
だ
。
人

に
後
指
を
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と

い
う
が
「
，
目
分
の
指
で
人
を
さ
す
な
」
。

　
他
人
は
み
ん
な
苦
労
や
悩
み
を
持

っ
て
い
る
も
の
だ
「
白
分
だ
け
が
苦

労
し
て
い
る
と
思
う
な
」
。
こ
の
三
つ

を
守
っ
て
人
生
を
楽
し
く
ゆ
か
い
に

過
そ
う
と
話
さ
れ
た
。

婦
人
会
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
重
野
和
子
さ
ん

　
十
｝
月
十
九
日
婦
人
会
の
代
議
員

会
で
重
野
和
子
さ
ん
（
下
蝦
池
）
が

婦
人
会
長
に
選
ば
れ
た
。

　
新
会
長
の
重
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

長
い
間
、
婦
人
会
の
副
会
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
た
。

　
重
野
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
人
間
性

と
指
導
力
で
婦
人
会
の
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

」

　
こ
の
日
の
代
議
員
会
で
は
研
修
会

も
併
せ
て
行
わ
れ
「
地
域
お
こ
し
」

を
主
題
に
、
生
活
・
教
育
文
化
・
産

業
経
済
の
分
科
会
で
話
し
合
わ
れ
た
。

　
婦
人
会
と
し
て
の
役
割
を
考
え
な

が
ら
、
町
発
展
の
た
め
役
員
が
各
地

区
に
持
ち
帰
っ
て
会
員
の
中
に
広
く

地
域
お
こ
し
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

飯
山
線
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
乗
車
券
は
地
元
の
駅
で

　
国
鉄
飯
山
線
は
毎
年
乗
客
が
減
づ
、

こ
の
ま
ま
で
は
廃
止
路
線
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
飯
山
線
各

駅
で
は
な
ん
と
か
存
続
で
き
る
よ
う

汽
車
の
利
用
と
乗
車
券
の
購
入
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
は
百
円
の
収
入
を
あ
げ
る

の
に
九
百
五
十
二
円
か
か
る
赤
字
路

線
で
す
。
上
越
新
幹
線
な
ど
の
乗
車

券
も
飯
山
線
の
駅
で
買
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
飯
山
線
の
駅

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ン
ポ
ン
大
会

　
　
百
十
人
の
選
手
参
加

　
第
四
回
の
町
ピ
ン
ポ
ン
大
会
が
十

一
月
十
一
日
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま

で
百
十
人
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

　
小
雨
ふ
る
肌
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
卓

球
台
で
は
熱
戦
が
つ
づ
い
た
。

　
各
階
層
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
．

▽
小
学
生
・
本
山
武
男
（
浦
田
小
）

▽
中
学
生

　
○
男
子
・
本
山
信
幸
（
浦
田
中
）

　
○
女
子
・
妻
島
江
理
子
（
浦
田
中
）

▽
一
般
・
高
校

　
○
男
子
・
村
山
恵
｝
（
松
之
山
）

　
○
女
子
・
佐
藤
た
み
こ
　
（
松
高
）

▽
一
般
・
樋
口
忠
二
（
兎
口
）

県
縦
断
駅
伝

　
　
町
の
四
選
手
健
闘
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第
三
十
七
回
県
縦
断
郡
市
対
抗
駅

伝
大
会
が
、
十
一
月
十
七
日
、
十
八

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
松
之
山
町
か
ら
高

校
生
四
人
が
出
場
し
て
健
闘
、
東
頸

城
チ
ー
ム
が
十
三
位
と
な
っ
た
。

　
今
年
は
二
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
、
一
日
目
は
新
井
か
ら
長
岡
、
二

日
目
は
長
岡
か
ら
新
潟
間
の
二
〇
ニ

キ
ロ
を
十
六
人
で
走
り
、
新
潟
市
チ

ー
ム
が
優
勝
し
た
。

　
松
之
山
町
の
四
選
手
成
績
は
次
の

と
お
り
。

1
区
．
相
沢
義
和
（
下
蝦
池
）
7
位

2
区
．
佐
藤
亘
（
天
水
越
）
1
3
位

8
区
．
相
沢
幸
一
（
水
　
梨
）
8
位

16

区
・
佐
藤
政
利
（
天
水
越
）
7
位

　
松
里
高
齢
者
学
級
は
、
十
一
月
十

二
日
、
高
田
の
西
城
病
院
長
・
川
室

道
隆
先
生
を
迎
え
「
心
と
体
の
健
康
」

と
題
し
て
講
演
会
を
行
な
い
、
体
の

健
康
と
と
も
に
心
の
健
康
の
大
切
さ

を
勉
強
し
た
．

　
講
師
の
川
室
先
生
は
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
の
生
き
方
や
老
人
の
ボ
ケ

生
理
的
年
齢
と
い
っ
た
精
神
衛
生
に

っ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
講
演
の
後
、
自
分
の
健
康
管
理
は

自
か
ら
の
手
で
と
、
簡
単
な
体
力
テ

ス
ト
に
よ
る
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
冬
の
健
康
管
理
に
備
え
た
。

体
力
づ
く
り

　
　
「
一
〇
〇
日
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
三
組
が
達
成

　
町
公
民
館
で
は
、
体
力
づ
く
り
を

日
常
生
活
の
中
に
と
り
入
れ
よ
う
と

一
日
一
回
汗
ば
む
ほ
ど
の
全
身
運
動

を
百
日
実
行
す
る
「
一
〇
〇
日
運
動
し

を
行
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
運
動
を
小
野
塚

吉
三
郎
・
セ
ン
さ
ん
（
藤
倉
）
と
飯

塚
一
馬
・
シ
ズ
さ
ん
（
豊
田
）
と
佐

藤
麻
紀
・
こ
ず
え
さ
ん
（
天
水
越
』
の

三
組
が
達
成
し
て
、
県
教
育
長
の
認

定
証
と
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
こ
の
運
動
の
カ
ー
ド
提
出
期
限
は
、

一
月
末
ま
で
で
す
。
達
成
さ
れ
た
人

は
、
体
力
づ
く
り
推
進
員
か
公
民
館

へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
第
五
回
町
長
杯
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
十
一
月
四
日
、
青
年
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
、
教
員
チ
…

ム
な
ど
七
チ
ー
ム
、
約
八
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
試
合
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
実
力
的

に
差
が
な
く
予
想
ど
お
り
の
激
戦
と

な
っ
た
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
・
ち
進
ん

だ
、
松
之
山
チ
ー
ム
と
東
川
チ
ー
ム

が
決
勝
と
な
り
二
対
O
で
松
之
山
チ

！
ム
が
優
勝
し
た
。

▽
優
　
勝
　
　
　
　
松
之
山
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　

東
川
チ
ー
ム

▽
三
位
　
　
教
員
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
松
　
里
チ
ー
ム

年
末
年
始
の
防
犯
運
動

　
年
末
年
始
は
、
お
金
や
物
品
の
動

き
が
活
発
に
な
り
、
犯
罪
が
多
く
発

生
し
ま
す
。
警
察
で
は
特
別
警
戒
を

行
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も
事
件
・

事
故
防
止
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

巌
王
豪
姦

導
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　
　
　
ヨ

　
　
　
甥
“
～
月
－
o

▽
現
金
や
貴
重
品
の
管
理
を
し
っ
か

　
り
し
ま
し
ょ
う
。

▽
多
額
の
現
金
を
家
に
置
か
な
い
よ

　
う
二
し
ま
し
よ
う
。

▽
商
店
・
事
務
所
な
ど
は
特
に
施
錠

　
等
防
犯
設
備
を
し
っ
か
り
し
ま
し

　
ょ
”
つ
。

▽
自
動
車
の
盗
難
防
止
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
（
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と

　
き
は
、
キ
ー
を
抜
き
と
り
、
ド
ア

　
ロ
ツ
ク
し
ま
し
よ
う
）

創
業

年
の
縫
製
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
調
に
成
長

　
町
が
昨
年
十
月
、
三
省
工
業
団
地

に
誘
致
し
た
縫
製
工
場
で
は
、
…
流

の
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
注
文
が
は
い
り

残
業
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
嬉
し
い
悲

明るく楽しい職場ですと話す女子工員

鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
会
社
は
女
性
用
の
シ
ョ
ー
ツ

を
つ
く
り
、
男
性
二
人
、
女
性
十
人

が
働
い
て
い
る
。
女
子
工
員
の
技
術

も
向
上
し
て
良
い
製
品
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
数
社
か

ら
の
注
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
応
じ

き
れ
な
い
忙
し
さ
で
あ
る
。

　
工
場
で
は
こ
れ
に
気
を
良
く
し
て

あ
と
十
五
人
位
を
雇
用
し
た
い
と
は

り
き
っ
て
い
る
。
ま
た
冬
期
間
の
。
ハ

i
ト
も
募
集
し
て
い
る
。

　
就
職
希
望
者
は
い
つ
で
も
見
学
に

来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
就
職
等
の
照
会
は
、
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
川
岸
智
六
ー
二
五
二
四
番
へ
。
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交化協会は千野先生

商工会は大倉先生

十
一
月
十
九
日
午
後
、
町
文
化
協
会
は
国
画
会
々
員
の
千
野
茂
先
生
を
、

町
商
工
会
は
B
S
N
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
大
倉
修
吾
先
生
を
迎
え
そ
れ
ぞ
れ

講
演
会
を
開
い
た
。

　
　
作
品
に
も
の
を
い
わ
せ
れ
ば
よ
い

　
千
野
茂
先
生
は
昭
和
卜
七
年
に
院

展
に
初
入
選
以
来
現
代
彫
刻
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
生

命
感
と
格
調
高
い
気
品
に
あ
ふ
れ
た

作
品
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
先
生
は
白
分
の
歩
い
て
こ
ら
れ
た

芸
術
の
道
や
H
本
お
よ
び
世
界
の
彫

刻
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
初
め
て
大

観
賞
を
、
受
け
た
時
の
懇
親
会
で
入
選

者
が
挨
拶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

、
藷

簗
る

自
ア
集

っ
た
が
、
私
は
感
激
の
あ
ま
り
「
ど

う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
」

と
だ
け
し
か
い
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

一
し
ゃ
べ
り
た
く
な
け
れ
ば
し
ゃ
べ

ら
な
く
て
も
よ
い
。
あ
な
た
は
”
作

品
に
も
の
を
い
わ
せ
れ
ば
よ
い
”
」

と
横
山
大
観
先
生
が
声
を
か
け
て
下

さ
っ
た
。
こ
の
時
の
先
牛
。
の
こ
と
ば

が
私
の
生
涯
の
支
え
と
な
っ
て
い
る

と
話
さ
れ
た
。

人
生
は
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
ゆ
か
い
に

　
大
倉
先
生
は
、
独
特
の
下
越
弁
で

．
本
跨
の
人
生
”
を
話
さ
れ
、
超
人

的
な
話
術
で
一
時
朋
半
の
講
演
は
ア

ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

　
先
生
は
、
他
人
が
豊
か
に
な
る
と

白
分
が
腹
を
立
て
る
く
せ
が
あ
る
が

「
人
が
蔵
を
建
て
て
も
腹
を
立
て
る

な
」
．

　
他
人
の
悪
口
を
い
っ
て
自
分
が
幸

わ
せ
を
感
じ
る
人
で
は
だ
め
だ
。
人

に
後
指
を
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と

い
う
が
「
，
目
分
の
指
で
人
を
さ
す
な
」
。

　
他
人
は
み
ん
な
苦
労
や
悩
み
を
持

っ
て
い
る
も
の
だ
「
白
分
だ
け
が
苦

労
し
て
い
る
と
思
う
な
」
。
こ
の
三
つ

を
守
っ
て
人
生
を
楽
し
く
ゆ
か
い
に

過
そ
う
と
話
さ
れ
た
。

婦
人
会
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
重
野
和
子
さ
ん

　
十
｝
月
十
九
日
婦
人
会
の
代
議
員

会
で
重
野
和
子
さ
ん
（
下
蝦
池
）
が

婦
人
会
長
に
選
ば
れ
た
。

　
新
会
長
の
重
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

長
い
間
、
婦
人
会
の
副
会
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
た
。

　
重
野
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
人
間
性

と
指
導
力
で
婦
人
会
の
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

」

　
こ
の
日
の
代
議
員
会
で
は
研
修
会

も
併
せ
て
行
わ
れ
「
地
域
お
こ
し
」

を
主
題
に
、
生
活
・
教
育
文
化
・
産

業
経
済
の
分
科
会
で
話
し
合
わ
れ
た
。

　
婦
人
会
と
し
て
の
役
割
を
考
え
な

が
ら
、
町
発
展
の
た
め
役
員
が
各
地

区
に
持
ち
帰
っ
て
会
員
の
中
に
広
く

地
域
お
こ
し
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

飯
山
線
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
乗
車
券
は
地
元
の
駅
で

　
国
鉄
飯
山
線
は
毎
年
乗
客
が
減
づ
、

こ
の
ま
ま
で
は
廃
止
路
線
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
飯
山
線
各

駅
で
は
な
ん
と
か
存
続
で
き
る
よ
う

汽
車
の
利
用
と
乗
車
券
の
購
入
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
は
百
円
の
収
入
を
あ
げ
る

の
に
九
百
五
十
二
円
か
か
る
赤
字
路

線
で
す
。
上
越
新
幹
線
な
ど
の
乗
車

券
も
飯
山
線
の
駅
で
買
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
飯
山
線
の
駅

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ン
ポ
ン
大
会

　
　
百
十
人
の
選
手
参
加

　
第
四
回
の
町
ピ
ン
ポ
ン
大
会
が
十

一
月
十
一
日
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま

で
百
十
人
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

　
小
雨
ふ
る
肌
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
卓

球
台
で
は
熱
戦
が
つ
づ
い
た
。

　
各
階
層
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
．

▽
小
学
生
・
本
山
武
男
（
浦
田
小
）

▽
中
学
生

　
○
男
子
・
本
山
信
幸
（
浦
田
中
）

　
○
女
子
・
妻
島
江
理
子
（
浦
田
中
）

▽
一
般
・
高
校

　
○
男
子
・
村
山
恵
｝
（
松
之
山
）

　
○
女
子
・
佐
藤
た
み
こ
　
（
松
高
）

▽
一
般
・
樋
口
忠
二
（
兎
口
）

県
縦
断
駅
伝

　
　
町
の
四
選
手
健
闘
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院
長
・
川
室
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え
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体
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解
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演
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自
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の
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テ
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管
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に
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え
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と
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七
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十
人
が
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ど
お
り
の
激
戦
と

な
っ
た
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
・
ち
進
ん

だ
、
松
之
山
チ
ー
ム
と
東
川
チ
ー
ム

が
決
勝
と
な
り
二
対
O
で
松
之
山
チ

！
ム
が
優
勝
し
た
。

▽
優
　
勝
　
　
　
　
松
之
山
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　

東
川
チ
ー
ム

▽
三
位
　
　
教
員
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
松
　
里
チ
ー
ム

年
末
年
始
の
防
犯
運
動

　
年
末
年
始
は
、
お
金
や
物
品
の
動

き
が
活
発
に
な
り
、
犯
罪
が
多
く
発

生
し
ま
す
。
警
察
で
は
特
別
警
戒
を

行
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も
事
件
・

事
故
防
止
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

巌
王
豪
姦

導
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　
　
　
ヨ

　
　
　
甥
“
～
月
－
o

▽
現
金
や
貴
重
品
の
管
理
を
し
っ
か

　
り
し
ま
し
ょ
う
。

▽
多
額
の
現
金
を
家
に
置
か
な
い
よ

　
う
二
し
ま
し
よ
う
。

▽
商
店
・
事
務
所
な
ど
は
特
に
施
錠

　
等
防
犯
設
備
を
し
っ
か
り
し
ま
し

　
ょ
”
つ
。

▽
自
動
車
の
盗
難
防
止
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
（
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と

　
き
は
、
キ
ー
を
抜
き
と
り
、
ド
ア

　
ロ
ツ
ク
し
ま
し
よ
う
）

創
業

年
の
縫
製
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
調
に
成
長

　
町
が
昨
年
十
月
、
三
省
工
業
団
地

に
誘
致
し
た
縫
製
工
場
で
は
、
…
流

の
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
注
文
が
は
い
り

残
業
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
嬉
し
い
悲

明るく楽しい職場ですと話す女子工員

鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
会
社
は
女
性
用
の
シ
ョ
ー
ツ

を
つ
く
り
、
男
性
二
人
、
女
性
十
人

が
働
い
て
い
る
。
女
子
工
員
の
技
術

も
向
上
し
て
良
い
製
品
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
数
社
か

ら
の
注
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
応
じ

き
れ
な
い
忙
し
さ
で
あ
る
。

　
工
場
で
は
こ
れ
に
気
を
良
く
し
て

あ
と
十
五
人
位
を
雇
用
し
た
い
と
は

り
き
っ
て
い
る
。
ま
た
冬
期
間
の
。
ハ

i
ト
も
募
集
し
て
い
る
。

　
就
職
希
望
者
は
い
つ
で
も
見
学
に

来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
就
職
等
の
照
会
は
、
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
川
岸
智
六
ー
二
五
二
四
番
へ
。
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冬の交通寧赦
　　　　　防止運動
12月11日（火）（》

　　　　1月10日（杢》

運
転
は
気
く
ば
り
目
く
ば
り
思
い
や
り

　
新
潟
県
、
県
警
察
、
市
町
村
な
ど

の
主
催
で
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
一

月
十
日
ま
、
で
の
一
ヵ
月
間
「
冬
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
の
運
動
は
広
く
県
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
期
特
有
の

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は
、
一
年

の
し
め
く
く
り
を
感
じ
さ
せ
、
車
を

運
転
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
そ

の
あ
わ
た
だ
し
さ
が
、
安
全
運
転
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
“
ゆ
と
り
”
を

う
ば
い
、
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
未
は
忘
年
会
な
ど
で
酒

を
飲
む
機
会
も
増
え
ま
す
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
最
も
注
意
し
な
け
れ

ば
潅
ら
な
い
時
期
で
す
。

飲
酒
運
転
の
追
放

▽
家
族
の
中
か
ら
飲
酒
運
転
者
を
出

　
さ
な
い
よ
う
家
族
み
ん
な
、
で
話
し

　
A
・
う
．

▽
車
を
運
転
す
る
来
客
に
は
、
絶
対

　
に
酒
を
出
さ
な
い
。

▽
家
族
が
車
を
運
転
し
て
外
出
す
る

　
と
き
は
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ

　
う
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
る
。

、
ス
リ
ッ
ナ
事
故
の
防
止

▽
早
め
に
準
備
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ

　
て
｝
．
迷
り
出
す
。

▽
降
．
雪
・
積
、
雪
・
凍
結
時
の
不
用
不

　
急
マ
イ
カ
ー
の
運
転
を
自
粛
す
る
。

踏
切
事
故
砕
防
止

▽
踏
切
を
通
過
す
る
と
き
は
「
一
時

　
停
止
」
　
「
安
全
確
認
」
を
確
実
に

行
な
う
。

　
歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止

▽
子
供
に
は
、
ソ
リ
や
ス
キ
ー
な
ど

　
で
道
路
、
で
遊
ば
な
い
よ
う
気
を
配

ば
る
。

▽
降
雪
・
積
雪
・
凍
結
時
・
夜
間
の

　
自
転
車
の
利
用
を
自
粛
す
る
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
可
を
受
け
て
か
ら

　
農
地
を
宅
地
や
林
地
、
そ
の
他
に

転
用
す
る
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
．

　
た
と
え
ば
地
目
が
田
、
畑
の
場
所

（
耕
地
放
棄
し
て
荒
れ
て
い
る
土
地

も
含
む
）
に
、
植
林
や
住
宅
な
ど
農

地
以
外
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
農
地
法
の
許
可
と
農
振
法
の
認

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
農
振
法
の
認
可
は
、
半
年
か
ら
一

『
新
潟
県
史
』

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事
業

と
し
て
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
『
新

潟
県
史
』
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
、

昭
和
六
十
年
三
月
に
三
巻
が
刊
行
さ

れ
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
二
巻
は
、
県
内
外
の

貴
重
な
近
現
代
史
料
を
多
数
紹
介
し

て
お
り
、
新
潟
県
を
知
る
上
で
不
可

欠
の
資
料
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
二
十
一
巻

も
御
高
評
を
得
て
、
県
内
外
の
方
が

た
に
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
の
嘱
、
｝
購

読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
既
刊

の
二
十
一
巻
も
ま
だ
在
庫
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
　
　
■

年
か
か
り
ま
す
の
で
　
早
め
に
農
業

委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

・
、
｝
の
許
可
を
受
け
ず
植
林
や
建
築
な

ど
を
す
る
と
、
現
状
回
復
ま
た
は
、

取
り
壊
し
と
な
り
ま
す
の
で
㌦
、
一
注
意

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
権
利
証
と
印
か
ん
を

持
参
し
て
農
業
委
員
会
に
隔
、
』
相
談
く

だ
さ
い
。

刊
行
予
約
受
付
中

▽
今
回
刊
行
の
巻
の
頒
布
価
格

○
資
料
編
1
6
・
近
代
四
・
政
治
編
n

　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
〇
〇
円

O
資
料
編
2
1
・
現
代
二
・
社
会
文
化
編

　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

▽
申
し
込
み
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
購

　
入
巻
名
・
冊
数
・
公
私
用
別
・
電

　
話
番
号
な
ぞ
を
記
入
し
て
、
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
先

　
〒
九
五
一
　
新
潟
県
学
校
町
通

　
　
　
　
　
一
番
町
六
〇
二
番
地

　
　
新
潟
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室

教
育
改
革
の
意
見
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
時
教
育
審
議
会

　
臨
時
教
育
審
議
会
で
は
、
九
月
五

日
の
第
｝
回
総
会
以
来
、
我
が
国
の

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
進

め
て
い
ま
す
．
、
か
、
審
議
に
当
た
っ
て

広
く
国
民
の
皆
様
の
隔
、
一
意
見
、
㌔
．
一
要

望
を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
個
人
団
体
を
問
わ
ず
国
民
の
皆
様

か
ら
の
教
育
改
革
等
に
関
す
る
隔
．
｝
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
㌔
、
｝
意
見
等
は

今
後
の
審
議
に
お
い
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
㌔
．
｝
意
見
等
は
書
面
に
よ
り
お
送
り

く
だ
さ
い
。

▽
宛
先

　
〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代
田
区

　
永
田
町
一
i
六
ー
｝

　
臨
時
教
育
審
議
会
事
務
局

公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
県
税
の
「
料
理
飲
食
等
消
費
税
」

は
、
料
理
店
、
バ
ー
、
旅
食
店
な
ど

を
利
用
し
た
と
き
に
料
金
と
一
緒
に

支
払
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
料
理
店
な
ど
で
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
税
金
を
受
け
と
っ
た
し
る
し
と
し

て
必
ず
公
給
領
収
証
を
渡
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
給
領
収
証
を
受
け
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
納
税
に
つ
な

が
り
明
朗
会
計
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
公
給
領

収
証
を
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
請

求
し
て
も
公
給
領
収
証
を
渡
さ
な
か

っ
た
場
合
は
、
上
越
財
務
事
務
所
ま

で
穐
、
｝
連
絡
く
だ
さ
い
（
費
〇
二
五
五

－
二
五
ー
二
二
一
一
番
）
。

水
道
の
凍
結
に
注
意

　
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
を
防

ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
軌
、
』
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
長
期
間
留
守
に
す
る
時
は
、
元
栓

　
を
し
め
て
出
か
け
る
。

▽
冬
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
は
、
十

　
分
な
保
温
対
策
を
し
て
お
く
。

▽
冷
え
こ
み
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、

　
ワ
リ
、
バ
シ
ほ
ど
の
太
さ
に
水
を
出

　
し
て
お
く
。

▽
水
圧
が
急
に
弱
く
な
っ
た
ら
、
役

　
場
の
水
道
係
へ
連
絡
す
る
。
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雪
お
ろ
し
の
と
き
は

　
　
　
　
電
話
線
に
注
意

　
毎
年
冬
に
な
る
と
、
雪
お
ろ
し
や

排
雪
に
よ
り
電
話
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
、
甲
竃
お
ろ
し
の
と
き
は
引
き
込
み
線

に
、
排
弔
．
の
と
き
は
電
柱
や
支
線
に

「
、
ご
．
狂
意
く
だ
さ
い
．
、
電
話
が
故
障
し

た
と
き
は
、
近
所
の
電
話
か
ら
一
一

三
番
（
故
障
係
）
に
。
電
話
線
や
電

柱
な
ど
危
険
箇
所
の
情
報
は
安
塚
電

報
電
話
局
費
二
ー
三
〇
九
九
番
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
債
券
を

　
　
　
　
調
べ
て
く
だ
さ
い

　
電
話
の
債
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

す
、
で
に
満
期
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

抽
選
に
よ
り
償
還
し
で
い
な
い
か
お

手
一
兀
の
債
券
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
電
報
電
話
局
で
は
無
料
で

調
、
べ
て
く
れ
ま
す
（
費
六
－
二
二
〇

〇
）
．

入
札
結
燥
眉

▽
産
第
二
十
六
号
・
耕
地
災
害
復
旧

　
豊
田
地
区
（
水
路
〉

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

▽
建
第
三
十
九
号
・
特
改
四
種
工
事

　
藤
原
・
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
福
田
道
路
　
　
　
　
五
五
〇
万
円

▽
建
第
四
十
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
崩
田
・
月
池
線
（
豊
田
）

　
商
僑
組
　
　
　
二
、
二
〇
〇
万
円

”
月
に
あ
つ
た
行
事

191615　1286　 42日日日　日日日　日日
20
日

30　　　26
日　　　　日

献
血
（
東
川
3
3
人
、
松
之
山
67
人
）

大
厳
寺
高
原
の
「
希
望
館
」

閉
館
議
会
建
設
委
員
会

運
転
免
許
証
の
更
新

食
生
活
改
善
推
進
委
員
研
修
会

山
古
志
村
議
会
視
察

貧
血
検
査

除
雪
打
ち
合
わ
せ
会

議
会
総
民
・
産
経
合
同
委
員
会

文
化
講
演
会
（
千
野
茂
先
生
一
）

婦
人
会
代
議
員
会

商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
合

同
研
修
会
（
講
師
・
大
倉
修
吾
）

民
生
委
員
協
議
会

母
子
保
健
推
進
員
研
修
会

60
年
予
算
編
成
事
務
打
ち
合

わ
せ
△
工

総
合
計
画
審
議
会

上
湯
で
火
災

農
業
委
員
会
お
ポ
び
作
況
検

討
会
保
安
要
員
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
訂
　
正

　
卜
一
月
号
三
ぺ
ー
．
シ
の
良
質
米
共

励
会
入
賞
者
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
亡
訂
正
し
ま
す
。

　
米
代
金
の
部
、
優
秀
賞
・
上
川
手

　
　
　
　
誤
↓
村
山
貞
雄

　
　
　
　
正
↓
村
山
真
雄
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冬の交通寧赦
　　　　　防止運動
12月11日（火）（》

　　　　1月10日（杢》

運
転
は
気
く
ば
り
目
く
ば
り
思
い
や
り

　
新
潟
県
、
県
警
察
、
市
町
村
な
ど

の
主
催
で
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
一

月
十
日
ま
、
で
の
一
ヵ
月
間
「
冬
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
の
運
動
は
広
く
県
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
期
特
有
の

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は
、
一
年

の
し
め
く
く
り
を
感
じ
さ
せ
、
車
を

運
転
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
そ

の
あ
わ
た
だ
し
さ
が
、
安
全
運
転
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
“
ゆ
と
り
”
を

う
ば
い
、
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
未
は
忘
年
会
な
ど
で
酒

を
飲
む
機
会
も
増
え
ま
す
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
最
も
注
意
し
な
け
れ

ば
潅
ら
な
い
時
期
で
す
。

飲
酒
運
転
の
追
放

▽
家
族
の
中
か
ら
飲
酒
運
転
者
を
出

　
さ
な
い
よ
う
家
族
み
ん
な
、
で
話
し

　
A
・
う
．

▽
車
を
運
転
す
る
来
客
に
は
、
絶
対

　
に
酒
を
出
さ
な
い
。

▽
家
族
が
車
を
運
転
し
て
外
出
す
る

　
と
き
は
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ

　
う
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
る
。

、
ス
リ
ッ
ナ
事
故
の
防
止

▽
早
め
に
準
備
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ

　
て
｝
．
迷
り
出
す
。

▽
降
．
雪
・
積
、
雪
・
凍
結
時
の
不
用
不

　
急
マ
イ
カ
ー
の
運
転
を
自
粛
す
る
。

踏
切
事
故
砕
防
止

▽
踏
切
を
通
過
す
る
と
き
は
「
一
時

　
停
止
」
　
「
安
全
確
認
」
を
確
実
に

行
な
う
。

　
歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止

▽
子
供
に
は
、
ソ
リ
や
ス
キ
ー
な
ど

　
で
道
路
、
で
遊
ば
な
い
よ
う
気
を
配

ば
る
。

▽
降
雪
・
積
雪
・
凍
結
時
・
夜
間
の

　
自
転
車
の
利
用
を
自
粛
す
る
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
可
を
受
け
て
か
ら

　
農
地
を
宅
地
や
林
地
、
そ
の
他
に

転
用
す
る
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
．

　
た
と
え
ば
地
目
が
田
、
畑
の
場
所

（
耕
地
放
棄
し
て
荒
れ
て
い
る
土
地

も
含
む
）
に
、
植
林
や
住
宅
な
ど
農

地
以
外
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
農
地
法
の
許
可
と
農
振
法
の
認

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
農
振
法
の
認
可
は
、
半
年
か
ら
一

『
新
潟
県
史
』

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事
業

と
し
て
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
『
新

潟
県
史
』
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
、

昭
和
六
十
年
三
月
に
三
巻
が
刊
行
さ

れ
ま
す
。

　
刊
行
予
定
の
二
巻
は
、
県
内
外
の

貴
重
な
近
現
代
史
料
を
多
数
紹
介
し

て
お
り
、
新
潟
県
を
知
る
上
で
不
可

欠
の
資
料
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
二
十
一
巻

も
御
高
評
を
得
て
、
県
内
外
の
方
が

た
に
愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
の
嘱
、
｝
購

読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
既
刊

の
二
十
一
巻
も
ま
だ
在
庫
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧
　
　
■

年
か
か
り
ま
す
の
で
　
早
め
に
農
業

委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

・
、
｝
の
許
可
を
受
け
ず
植
林
や
建
築
な

ど
を
す
る
と
、
現
状
回
復
ま
た
は
、

取
り
壊
し
と
な
り
ま
す
の
で
㌦
、
一
注
意

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
権
利
証
と
印
か
ん
を

持
参
し
て
農
業
委
員
会
に
隔
、
』
相
談
く

だ
さ
い
。

刊
行
予
約
受
付
中

▽
今
回
刊
行
の
巻
の
頒
布
価
格

○
資
料
編
1
6
・
近
代
四
・
政
治
編
n

　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
〇
〇
円

O
資
料
編
2
1
・
現
代
二
・
社
会
文
化
編

　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
別
）

▽
申
し
込
み
方
法

　
官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
購

　
入
巻
名
・
冊
数
・
公
私
用
別
・
電

　
話
番
号
な
ぞ
を
記
入
し
て
、
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
先

　
〒
九
五
一
　
新
潟
県
学
校
町
通

　
　
　
　
　
一
番
町
六
〇
二
番
地

　
　
新
潟
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室

教
育
改
革
の
意
見
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
時
教
育
審
議
会

　
臨
時
教
育
審
議
会
で
は
、
九
月
五

日
の
第
｝
回
総
会
以
来
、
我
が
国
の

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
進

め
て
い
ま
す
．
、
か
、
審
議
に
当
た
っ
て

広
く
国
民
の
皆
様
の
隔
、
一
意
見
、
㌔
．
一
要

望
を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
個
人
団
体
を
問
わ
ず
国
民
の
皆
様

か
ら
の
教
育
改
革
等
に
関
す
る
隔
．
｝
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
㌔
、
｝
意
見
等
は

今
後
の
審
議
に
お
い
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
㌔
．
｝
意
見
等
は
書
面
に
よ
り
お
送
り

く
だ
さ
い
。

▽
宛
先

　
〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代
田
区

　
永
田
町
一
i
六
ー
｝

　
臨
時
教
育
審
議
会
事
務
局

公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
県
税
の
「
料
理
飲
食
等
消
費
税
」

は
、
料
理
店
、
バ
ー
、
旅
食
店
な
ど

を
利
用
し
た
と
き
に
料
金
と
一
緒
に

支
払
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
料
理
店
な
ど
で
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
税
金
を
受
け
と
っ
た
し
る
し
と
し

て
必
ず
公
給
領
収
証
を
渡
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
給
領
収
証
を
受
け
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
正
し
い
納
税
に
つ
な

が
り
明
朗
会
計
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
公
給
領

収
証
を
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
請

求
し
て
も
公
給
領
収
証
を
渡
さ
な
か

っ
た
場
合
は
、
上
越
財
務
事
務
所
ま

で
穐
、
｝
連
絡
く
だ
さ
い
（
費
〇
二
五
五

－
二
五
ー
二
二
一
一
番
）
。

水
道
の
凍
結
に
注
意

　
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
を
防

ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
軌
、
』
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
長
期
間
留
守
に
す
る
時
は
、
元
栓

　
を
し
め
て
出
か
け
る
。

▽
冬
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
は
、
十

　
分
な
保
温
対
策
を
し
て
お
く
。

▽
冷
え
こ
み
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、

　
ワ
リ
、
バ
シ
ほ
ど
の
太
さ
に
水
を
出

　
し
て
お
く
。

▽
水
圧
が
急
に
弱
く
な
っ
た
ら
、
役

　
場
の
水
道
係
へ
連
絡
す
る
。
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雪
お
ろ
し
の
と
き
は

　
　
　
　
電
話
線
に
注
意

　
毎
年
冬
に
な
る
と
、
雪
お
ろ
し
や

排
雪
に
よ
り
電
話
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
、
甲
竃
お
ろ
し
の
と
き
は
引
き
込
み
線

に
、
排
弔
．
の
と
き
は
電
柱
や
支
線
に

「
、
ご
．
狂
意
く
だ
さ
い
．
、
電
話
が
故
障
し

た
と
き
は
、
近
所
の
電
話
か
ら
一
一

三
番
（
故
障
係
）
に
。
電
話
線
や
電

柱
な
ど
危
険
箇
所
の
情
報
は
安
塚
電

報
電
話
局
費
二
ー
三
〇
九
九
番
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
債
券
を

　
　
　
　
調
べ
て
く
だ
さ
い

　
電
話
の
債
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

す
、
で
に
満
期
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

抽
選
に
よ
り
償
還
し
で
い
な
い
か
お

手
一
兀
の
債
券
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
電
報
電
話
局
で
は
無
料
で

調
、
べ
て
く
れ
ま
す
（
費
六
－
二
二
〇

〇
）
．

入
札
結
燥
眉

▽
産
第
二
十
六
号
・
耕
地
災
害
復
旧

　
豊
田
地
区
（
水
路
〉

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

▽
建
第
三
十
九
号
・
特
改
四
種
工
事

　
藤
原
・
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
福
田
道
路
　
　
　
　
五
五
〇
万
円

▽
建
第
四
十
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
崩
田
・
月
池
線
（
豊
田
）

　
商
僑
組
　
　
　
二
、
二
〇
〇
万
円

”
月
に
あ
つ
た
行
事

191615　1286　 42日日日　日日日　日日
20
日

30　　　26
日　　　　日

献
血
（
東
川
3
3
人
、
松
之
山
67
人
）

大
厳
寺
高
原
の
「
希
望
館
」

閉
館
議
会
建
設
委
員
会

運
転
免
許
証
の
更
新

食
生
活
改
善
推
進
委
員
研
修
会

山
古
志
村
議
会
視
察

貧
血
検
査

除
雪
打
ち
合
わ
せ
会

議
会
総
民
・
産
経
合
同
委
員
会

文
化
講
演
会
（
千
野
茂
先
生
一
）

婦
人
会
代
議
員
会

商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
合

同
研
修
会
（
講
師
・
大
倉
修
吾
）

民
生
委
員
協
議
会

母
子
保
健
推
進
員
研
修
会

60
年
予
算
編
成
事
務
打
ち
合

わ
せ
△
工

総
合
計
画
審
議
会

上
湯
で
火
災

農
業
委
員
会
お
ポ
び
作
況
検

討
会
保
安
要
員
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
訂
　
正

　
卜
一
月
号
三
ぺ
ー
．
シ
の
良
質
米
共

励
会
入
賞
者
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
亡
訂
正
し
ま
す
。

　
米
代
金
の
部
、
優
秀
賞
・
上
川
手

　
　
　
　
誤
↓
村
山
貞
雄

　
　
　
　
正
↓
村
山
真
雄
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川
や
湖
の
水
質
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
洗
剤
の
適
正
な
使
用
を

　
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
や
有
リ
ン
の
合

成
洗
剤
は
水
質
汚
濁
の
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
の
生

活
環
境
部
で
は
、
川
や
湖
の
水
質
を

守
る
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
洗
剤

の
適
正
な
使
用
に
つ
い
て
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
使
用
し
な
い

　
有
リ
ン
合
成
洗
剤
と
は
、
洗
濯
用

粉
末
合
成
洗
剤
で
、
リ
ン
酸
塩
（
恥

ぴ，

）
を
数
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
十
。
ハ
ー

セ
ン
ト
程
度
含
む
も
の
を
い
い
ま
す
。

こ
の
洗
剤
中
の
リ
ン
は
、
洗
濯
排
水

と
と
も
に
川
や
湖
に
流
れ
こ
み
ま
す
。

　
川
や
湖
な
ど
で
水
の
交
換
が
悪
い

水
域
に
大
量
の
リ
ン
が
流
れ
込
む
と

富
栄
養
化
を
起
こ
し
ま
す
。

　
富
栄
養
化
と
は
、
川
や
湖
な
ピ
の

水
が
栄
養
過
剰
と
な
っ
て
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
や
植
物
が
異
常
に
発
生
し
や

す
く
な
る
状
態
を
い
い
、
そ
の
た
め

に
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
魚
が
死
ね

な
ど
の
事
態
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
現
在
は
、
無
リ
ン
の
合
成
洗
剤
や

（
リ
ン
を
含
ま
な
い
油
脂
系
の
）
粉

石
け
ん
が
広
く
流
通
し
て
い
ま
す
。

品
質
表
示
を
よ
く
見
て
、
こ
れ
ら
の

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
洗
剤
の
使
用
は
適
正
な
量
で

　
ど
ん
な
種
類
の
洗
剤
で
も
、
こ
れ

が
川
や
湖
に
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
水
を
汚
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
洗
剤
に
は
、
適
正
な
使
用
量
が
定

ま
っ
て
い
ま
す
。
製
品
容
器
の
表
示

を
よ
く
見
て
、
標
準
使
用
量
の
範
囲

内
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
目
分
量
で
量
を
き
め
る
と
使
い
す

ぎ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
計
量
カ
ッ

プ
等
で
計
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

火　　　　￥’へ応　　　　ア　　　　ロ　ヤ　　　　　　ロ　　、　　 ‘　㌧　　も’　　へ．へ
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　　　』ン献

顛
暮
ら
し
の
知
恵
No．5

　
も
う
す
ぐ
冬
将
軍
が
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
季
節
は
石
油
ス
ト
ー
、
ブ
な

ど
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
が
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
、
ス
ト
ー
、
ブ
や
L
P
ガ

ス
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

く
だ
さ
い
．

　
ス
ト
ー
ブ

▽
洗
濯
物
を
上
に
干
さ
な
い
。

▽
カ
ー
テ
ン
・
ふ
す
ま
の
近
ξ
．
で
使

　
用
し
な
い
．

▽
部
屋
の
出
入
口
で
使
用
し
な
い
。

▽
給
油
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行
う
。

▽
カ
ー
ト
リ
ッ
．
シ
タ
ン
ク
の
ふ
た
は

確
実
に
し
め
る
．

▽
火
の
つ
い
た
ま
ま
持
ち
運
ば
な
い
。

▽
使
用
中
は
換
気
に
注
意
す
る
。

　
L
P
ガ
ス

▽
雪
が
降
る
前
に
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が

　
倒
れ
な
い
よ
う
、
ク
サ
リ
、
で
固
定

　
し
丈
夫
な
板
等
で
囲
ん
、
で
、
ボ
ン

　
ベ
を
保
護
す
る
。

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
製
造
業
の
現
況
を
調
査
す
る
「
工

業
統
計
調
査
」
が
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
状
況
を

明
ら
か
に
し
、
国
民
生
活
の
広
い
分

野
で
、
調
査
結
果
を
利
用
し
て
、
住

み
よ
い
日
本
を
築
く
た
め
に
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
二
十
四
事
業
所
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
事
業
所
の
皆
様
に

は
、
年
末
で
何
か
と
軌
、
一
多
用
中
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
調
査
に
悔
、
』

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
の
修
理
・
点
検
な
ど
で
脚
立

を
利
用
し
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
の
脚
立
に
よ
る
事
故
が
目
立
ち

ま
す
。
取
扱
説
明
書
を
十
分
読
ん
、
で

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
事
故
例

①
脚
立
琶
は
し
猶
、
一
状
、
で
使
用
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
固
定
金
具
が
は
ず
れ
て

脚
立
か
ら
落
ち
た
。
　
（
原
因
は
、
は

し
猶
、
』
状
に
し
た
と
き
裏
面
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
な
い
で
使
っ
て
い
た
た

め
）

②
脚
立
を
は
し
版
、
｝
状
に
し
て
屋
根
に

　
　
　
　
訟
忌

アルミ合金の脚立

か
け
て
作
業
を
し
よ
う
と
中
段
に
の

ぼ
っ
た
と
こ
ろ
、
は
し
柄
．
』
の
脚
が
す

、
べ
っ
て
転
落
。
　
（
原
因
は
、
脚
立
を

た
て
た
と
こ
ろ
が
タ
イ
ル
張
り
、
で
、

水
を
ま
い
て
す
、
べ
り
や
す
い
状
態
だ

っ
た
た
め
。
す
、
べ
り
や
す
い
場
所
で

の
使
用
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
）

③
は
し
脂
、
一
の
接
地
部
分
が
す
べ
り
、

は
し
軌
、
』
と
い
っ
し
ょ
に
落
ち
た
。

（
原
因
は
、
は
し
ハ
、
一
の
角
度
を
七
十

五
度
の
傾
斜
で
使
用
す
、
べ
き
と
こ
ろ

五
十
か
ら
六
十
度
と
い
う
傾
け
す
ぎ

の
状
態
で
使
用
し
た
た
め
）

墜落事故にご注
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